



















- 1 (173) -
表1 OICA報告書による試算結果
単位：億ECU
西 欧 全 体 アメリカ，カナダ，日本
(A) (B) (B)-(A) 
大気汚染費用 (1995年） 3 2 5 6 4 0 3 1 5 
(a) (2010年） 1 0 2 2 5 0 1 4 8 
』・ー 同ー『－曹由明E ・ーーーーーーー・ーーーーー 『ーー『，－・E ・ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・F 一ー一一一一一一一ーーーー一一一一一一一ー一一一一一一一ーート均・ー喧・ーーーーーーーーー司ーーーーーーー・圃ー－ーーー
地球温暖化費用（1995年） 1 4 8 4 2 7 2 7 9 
(b) (2010年） 1 2 9 3 7 7 2 4 8 
一一一一一一ーーー一一ー一一一ー一一ー一一一一一一ーー 一一一一一ー一一一ーー－ーーー 一一一一ー一一一一一ーーーーード一一一一ーーーー一一ーー一一
交通事故費用 (1995年） 3 9 7 1 1 4 2 7 4 5 
(c) (2010年） 2 5 0 7 3 2 4 8 2 
道路投資額 (1995年） 6 4 2 2 1 9 9 1 5 5 7 
(d) (2010年） 1 1 5 6 3 9 6 0 2 8 0 4 
社会的費用 (1995年） 1 5 1 2 4 4 0 8 2 8 9 6 
a+ b+c+d=e (2010年） 1 6 3 6 5 3 1 9 3 6 8 3 
利用者負担額 (1995年） 1 6 3 3 3 1 7 9 1 5 4 6 
(f) (2010年） 3 9 1 2 7 6 1 8 3 7 0 6 
差額（注） (1995年） 1 2 1 -1 2 2 9 -1 1 0 8 




























































































































（年） 1 9 8 0 1 9 8 1 1 9 8 2 1 9 8 3 
利用者負担A 6218265.0 6364955.0 6731950.0 7056634.0 
インフラ支出 5356447.2 5347036.8 5498049.6 5522411.2 
環境費用 299208.9 294812.3 298848.2 304339.1 
事故費用 2156348.1 2171447.2 2246797.8 2352596.3 
社会的費用合計B 7812004.2 7813296.3 8043695.6 8179346.6 
差し引き（A-B) -1593739.2 -1448341.3 -1311745.6 -1122712.6 
1 9 8 4 1 9 8 5 1 9 8 6 1 9 8 7 1 9 8 8 1 9 8 9 
7405441.0 7816151.0 8257044.0 8654677.0 9125109.0 9714229.0 
5567012.0 5899304.0 6326004.8 7174640.8 7575337.6 8162428.8 
308110.8 316072.6 326240.8 376039.9 396586.2 409897.1 
2304808.5 2386321.1 2459962.7 2484536.6 2647354.7 2854852.8 
8179931.3 8601697.7 9112208.3 10035217.3 10619278.5 11427178.7 
一774490.3 一785546.7 -855164.3 -1380540.3 -1494169.5 -1712949. 7 
1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 
10470469.0 11020631.0 11520903.0 
8751292.8 9233644.8 10571880.8 
430467.1 454849.3 465448.4 
2814237 .2 2846557 .1 2954011.7 





（年） 1992（実測値） 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 
利用者負担A(3%増加） 11520903.0 12222526.0 12966877.8 13756560.7 14594335.2 
インフラ支出（ 1 %増加） 10571880.8 10997927.6 11441144.1 11902222.2 12381881.7 
大気汚染費用（ 5%減少） 223087.1 218290.7 213597.5 20卯05.1 204511.5 
地球温暖化費用（0.7%減少） 242361.3 247884.7 253534.0 259312.0 265221.8 
事故費用（2 %減少） 2954011.7 2981779.4 3009808.1 3038100.3 3066658.5 
社会的費用合計B 13991340.9 14445882.4 14918083.7 15408639.7 15918273.5 
差し引き（A-B) 一2470437.9一2223356.5一1951205.9一1652079.0-1323938.3 
1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 3 
15483130.2 16426052.9 17426399.5 18487667.2 19613566.2 20808032.3 22075241.5 
12880871.6 13399970.7 13939989.5 14501771.1 15086192.5 15694166.0 16326640.9 
200114.5 195812.1 191602.1 187482.7 183451.8 179507.6 175648.2 
271266.2 277448.3 283771.4 290238.5 296853.1 303618.3 310537.8 
3095485.1 3124582.6 3153953.7 3183600.9 3213526.7 3243733.9 3274225.0 
16447737.3 16997813.7 17569316.7 18163093.1 18780024.。19421025.8 20087051.8 
-964607.1 一571760.8 -142917.2 324574.1 お3542.1 1387006.5 1988189.7 
2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7 2 0 8 2 0 0 9 2 0 1 0 
23419623.7 24845878.8 26358992.8 27964255.5 29667278.6 31474015.9 33390783.5 
16984604.5 17669084.1 18381148.2 19121908.5 19892521.4 20694190.。21528165.9 
171871.7 168176.5 164560.7 161022.6 157560.6 154173.1 150858.4 
317615.0 324853.4 332256.8 339828.9 347573.6 355494.9 363596.6 
3305002.7 3336069.7 3367428.8 3399082.6 3431034.0 3463285.7 3495840.6 
2077卯93.921498183.7 22245394.5 23021842.6 2382鉛89.624667143.6 25538461.4 





















































































































OICA The External Costs of the Motor Vehicle OICA, 1995 
環境庁企画調整局企画調整課調査企画室監修 「環境政策と税制」ぎょうせい， 1997年
建設省道路局企画課監修 「道路統計年報（各年）J全国道路利用者会議
（財）日本自動車工業会「自動車統計年報（各年）」（財）日本自動車工業会
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（財）日本自動車工業会「日本の自動車工業（各年）」（財）日本自動車工業会
総務庁編 「交通安全白書（各年）J大蔵省印刷局
竹内健蔵，青木亮「自動車に関わる社会的費用について」（財）日本自動車工業会 （印刷中）
?
i) OICA報告書によれば，それら研究の多くは，「鉄道会社とそのロピイストたちが委託し
て行った（原文）」ものである。
i）災害復旧事業費とは，道路について発生した災害の復旧に当てられたものを指す。失業対
策事業費とは，労働省予算のうち失業者吸収を目的とする道路事業に当てられたもの。その
他事業費とは，防衛施設関連事業，地域改善対策事業など建設省以外の省庁が管轄する予算
で道路事業に当てられた経費と道路法22条， M条， 38条で規定する道路工事に当てられた経
費である。これら事業費の内には，自動車の社会的費用とみなすことに疑問のある項目も含
まれるが，総インフラ支出額の8割のみを自動車関連支出とするため，ここではすべての項
目を道路事業費として計上した。
ii）環境税の詳細については仇「環境政策と税制」などを参照のこと。
iv）たとえば筆者の分析では， OICAは我が国の道路投資額を過大に見積もっている可能性が
ある。
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